
授
業
に
つ
い
て
行
け
な
い
な

ン
ト
添
削
・
受
付
や
運
営
管

価
。

の
生
涯
教
育
の
場
で
も
あ

ど
様
々
な
理
由
で
学
習
時

理
を
し
て
い
ま
す
。

「
学
校
と
は
違
う
子
ど

り
正
に「
子
育
て
・
子
育
ち

間
が
確
保
で
き
な
い
子
ら

「
学
校
で
は
い
ま
さ
ら
聞
け

も
た
ち
の
顔
が
見
ら
れ
子

・
親
育
ち
」
の
場
に
も
な
っ

を
対
象
に
毎
学
期

回
程

な
い
初
歩
的
な
こ
と
」
や
「
ず

ど
も
た
ち
を
キ
ャ
ッ
チ
で
き

て
い
ま
す
。

10

度
、
夜
７
時
か
ら
９
時
ま

っ
と
解
ら
な
か
っ
た
こ
と
な

る
場
で
あ
る
。
」
と
先
生
方

現
在
、
サ
ポ
ー
タ
ー
が
恒

津
市
は
平
成

年
度
の

は
現
在
の
４
３
０
㎡
と
ほ
ぼ

効
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
こ
と

も
逼
迫
化
す
る
。

「
サ
ポ
ー
タ
ー
い
っ
ち
ゅ

で
北
部
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
ど
、
サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
気
軽

も
積
極
的
に
ナ
イ
ト
ス
ク

常
的
に
不
足
し
て
い
ま
す
。

29

一
般
会
計
予
算
に
一
身
田

同
じ
の
広
さ
を
考
え
て
い

を
提
言
し
て
い
る
。

津
市
は
今
後
は
改
修
整
備

う
」
で
は
平
成

年
か
ら
学

約

名
の
学
び
の
場
を
提

に
聞
け
る
」「
サ
ポ
ー
タ
ー
と

ー
ル
へ
参
画
し
て
い
た
だ
い
町
民
の
皆
さ
ん
も
サ
ポ
ー

20

60

公
民
館
と
一
身
田
支
所
の

る
。
現
在
の
施
設
は
会
議

に
力
を
入
れ
、
配
置
を
含

習
支
援
事
業
の
中
で
ナ
イ
ト

供
。
見
守
る
ス
タ
ッ
フ
は
教

一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
楽
し

て
い
ま
す
。
「
子
ど
も
た
ち

タ
ー
と
し
て
の
参
加
を
お

新
築
建
設
に
向
け
て
設
計

室
、
研
修
室
、
実
習
室
、

め
適
正
な
数
量
を
厳
格
化

ス
ク
ー
ル
を
運
営
。
部
活
動

員
Ｏ
Ｂ
や
地
域
の
皆
さ
ん
約

い
」「
担
任
外
の
先
生
に
も
聞

の
学
び
の
場
の
み
な
ら
ず

待
ち
し
て
い
ま
す
。
ご
連
絡

費
を
計
上
し
た
。
議
会
の
承

和
室
の
４
室
に
分
け
ら
れ

津
市
に
は
公
民
館
や
集

し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

で
放
課
後
学
習
で
き
な
い
、

名
が
質
問
の
回
答
・
プ
リ

け
る
」
、
と
子
ど
も
た
ち
の
評

参
加
す
る
地
域
の
皆
さ
ん

は
一
身
田
中
学
校
青
木
教

15

認
を
得
て
い
よ
い
よ
実
行
の

て
い
る
が
、
利
用
効
率
を

会
所
な
ど
公
共
施
設
は
約

頭
先
生(

２
３
２
ー
２
１
５

段
階
に
移
る
。

高
め
る
た
め
オ
ー
プ
ン
ス

１
１
０
０
棟
あ
る
。
昭
和

公
民
館
は
や
や
も
す
る

７)

ま
で
。

40

段
取
り
と
し
て
、
地
域
住

ペ
ー
ス
と
す
る
。
使
い
安

年
代
後
半
か
ら

年
代
初

と
高
齢
者
や
趣
味
の
学
習

50

民
や
利
用
者
、
自
治
会
な

い
よ
う
に
防
音
カ
ー
テ
ン

め
が
第
一
の
ピ
ー
ク
、
お
お

の
場
と
し
て
の
活
用
だ
け

ど
と
協
議
を
行
い
、
平
面
図

の
間
仕
切
り
を
設
け
る
。

よ
そ
築

年
を
迎
え
る
。
と
な
っ
て
い
る
。

50

を
作
成
、
そ
の
後
、
地
質
調

利
用
者
や
住
民
の
要
望
と

一
身
田
公
民
館
は
昭
和

若
者
や
子
育
て
、
働
く
年

43

査
を
行
っ
た
後
、
設
計
入
札

し
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

年
に
建
て
ら
れ
た
津
市
で

代
の
方
に
も
広
く
活
用
を

ラ
フ
ェ
ス
タ
プ
リ
マ
ベ
ラ

を
行
い
業
者
を
選
定
す
る
。

設
置
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、

最
も
古
い
公
民
館
で
あ

促
し
、
地
域
住
民
に
と
っ
て

月

日
（
金
）

4

14

設
計
で
一
年
、
建
設
工
事
で

全
館
冷
暖
房
、
憩
い
の
広

る
。

魅
力
あ
る
公
民
館
作
り
が

一
身
田
商
工
振
興
会
は
こ

か
ら
長
年
に
商
工
振
興
会

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
取
り
組

三
つ
目
は
、
地
域
の
機

本
山
前
午
後
１
時
頃

一
年
を
予
定
。
新
建
物
が

場
の
設
置
、
多
く
の
駐
車

少
子
高
齢
化
に
伴
い
財
政

求
め
ら
れ
る
。
（
岡
本
）

の
度
経
済
産
業
省
中
小
企

が
地
域
の
活
性
化
へ
取
り
組

み
の
一
つ
と
し
て「
一
身
田
し

関
と
連
携
し
、
地
域
ブ
ラ

出
来
上
が
っ
た
後
、
旧
建
物

場
の
確
保
な
ど
が
出
さ
れ

業
庁
よ
り
「
は
ば
た
く
商
店

ん
で
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ

あ
わ
せ
和
婚
」
も
実
施
し
て
い

ン
ド「
一
身
田
印
」
と
し
て

は
取
り
壊
す
。

て
い
る
。

街

選
」
に
２
０
１
７
に
選
ば

た
証
し
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
す
。

認
定
し
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い

30

公
民
館
と
支
所
は
同
一
建

ま
た
、
最
も
関
心
の
高
い

れ
ま
し
た
。

主
な
評
価
点
と
し
ま
し
て

二
つ
目
は
、
（
株
）
全
国
商

ま
す
。

物
内
に
入
居
。
建
物
は
景
観

震
災
や
災
害
対
策
に
つ
い

こ
れ
は
数
あ
る
全
国
の
８
０

は
、
一
つ
目
は
、
観
光
客
や

店
街
支
援
セ
ン
タ
ー
の「
繁
盛

大
学
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
新

や
住
宅
地
な
ど
を
考
慮
し

て
、
避
難
場
所
と
し
て
の

０
０
の
商
店
街
の
中
か
ら
国

地
元
客
の
利
便
性
を
求
め

店
づ
く
り
支
援
事
業
」
を
活

商
品
の
開
発
な
ど
に
よ
る

て
二
階
建
て
と
し
、
床
面
積

公
民
館
に
は
屋
上
に
も
有

の
省
庁
よ
り

件
の
中
に
選

（
株
）
あ
か
り
屋
」
を
、
惣
菜

用
し
、
商
店
街
内
の

店
舗

知
名
度
向
上
と
来
街
者
の

30

12

ば
れ
た
、
当
会
に
と
っ
て
大

飲
食
店
「
ぼ
ん
ぼ
り
」
を
設

が

参
加
し
、
個
店
の
魅
力
向

増
加
を
目
指
し
て
い
る
事

変
名
誉
な
こ
と
で
す
。

立
、
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
ま

上
や
連
携
体
制
強
化
に
取
り

の
３
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

苦
戦
し
な
が
ら
も
、
過
去

た
、
一
身
田
の
古
い
和
の
街

組
ん
で
い
ま
す
。

３
月

日
東
京
霞
が
関

23

の
経
済
産
業
省
本
館
で
授

賞
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

本
年
度
、
一
身
田
地
区

制
定
さ
れ
た
社
会
福
祉
事

ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
で

に
向
か
っ
て
羽
ば
た
け
る
よ

社
会
福
祉
協
議
会
も
去
る

業
法
（
現
在
の
「
社
会
福

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を

う
に
、
会
員
一
同
が
ん
ば

二
月
十
二
日
の
「
一
身
田

祉
法
」
に
基
づ
き
、
設
置

一
つ
の
契
機
と
し
て
将
来

り
ま
す
。

元
気
凧
揚
げ
大
会
」
で
す

さ
れ
て
い
ま
す
。

べ
て
終
了
い
た
し
ま
し

社
会
福
祉
協
議
会
は
、

２
月
１
日
発
行
の
「
広
報

て
い
ま
し
た
。

た
だ
き
ま
し
た
。

変
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ラ
ム
の
最
後
を
市
長
は

た
。
幸
い
天
候
に
恵
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
道
府
県
、

つ
！
」
に「
カ
ワ
ウ
追
い
出
し

折
よ
く
平
成

年
秋
か
ら

そ
の
後
、
環
境
保
全
課
の
方

そ
の
お
蔭
で
見
晴
ら
し

「
も
う
一
度
カ
ワ
ウ
が
や

27

２
個
の
大
凧
も
同
時
に
空

市
区
町
村
で
、
地
域
に
暮

作
戦
」
と
し
て
、
市
長
の
コ
始
ま
っ
た
地
域
懇
談
会
で
、
々
が
、
鳥
の
羽
毛
や
糞
で
不

が
良
く
な
り
鳥
が
少
な
く

っ
て
き
た
と
し
て
も
、
も
ち

高
く
舞
い
上
が
り
ま
し

ら
す
皆
様
の
ほ
か
、
民
生

で
安
心
し
て
生
活
す
る

民
活
動
の
支
援
、
共
同

ラ
ム
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

一
身
田
地
区
連
合
会
会

衛
生
極
ま
り
な
い
雑
木
林
の

な
っ
た
分
、
空
気
が
浄
化

ろ
ん
、
市
役
所
は
と
こ
と
ん

た
。

委
員
・
児
童
委
員
、
社
会

こ
と
が
で
き
る
「
福
祉

募
金
運
動
へ
の
協
力
な

こ
の
コ
ラ
ム
の
通
り
、
志
登
茂

長
、
自
治
会
関
係
者
が
こ
の

中
に
踏
み
入
っ
て
、
足
場
も
な

さ
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

皆
様
と
と
も
に
考
え
抜

さ
て
、
「
社
会
福
祉
協

福
祉
施
設
・
社
会
福
祉
法

の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実

ど
、
全
国
的
な
取
り
組

団
地
の
住
民
は
、
長
年
手
入

窮
状
を
訴
え
る
と
市
長
が

い
ほ
ど
生
い
茂
っ
た
樹
木
を
手

す
。
難
し
い
制
約
の
あ
る
中

き
、
汗
を
流
す
こ
と
を
お

議
会
」
と
は
民
間
の
社
会

人
等
の
社
会
福
祉
関
係

現
を
目
指
し
て
様
々
な

み
か
ら
地
域
の
特
性
に

れ
さ
れ
ず
伸
び
放
題
の
ま
ま

全
力
で
受
け
止
め
て
下
さ

作
業
や
チ
ェ
ン
ソ
ー
で
伐
採
し

で
、
真
摯
に
問
題
に
取
り

約
束
し
ま
す
」
と
締
め
括

福
祉
活
動
を
推
進
す
る
こ

者
、
保
険
・
医
療
・
教
育

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

応
じ
た
活
動
ま
で
、
さ

放
置
さ
れ
て
い
た
雑
木
林

り
、
ま
ず
は
地
域
連
携
課
の

て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
三
重
大

込
ん
で
下
さ
っ
た
市
長
を

ら
れ
ま
し
た
。

と
を
目
的
と
し
た
非
営
利

な
ど
の
関
係
機
関
の
参
加

た
と
え
ば
、
各
種
の
福

ま
ざ
ま
な
場
面
で
地
域

と
、
そ
こ
に
住
み
つ
い
た
野

方
が
雑
木
林
の
地
権
者
に

学
の
ご
協
力
に
よ
り
野
鳥
へ
の

は
じ
め
、
多
く
の
関
係
者
の

ほ
ん
と
う
に
心
強
く
、
あ

の
民
間
組
織
で
す
。

・
協
力
の
も
と
、
地
域
の

祉
サ
ー
ビ
ス
や
相
談
活

の
福
祉
増
進
に
取
り
組

鳥
の
大
群
に
住
環
境
を
著

働
き
か
け
て
、
雑
木
を
伐
採

威
嚇
の
た
め
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば

方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し

り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
二
十
一
年
九
月
に

人
々
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち

動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市

ん
で
い
ま
す
。

し
く
破
壊
さ
れ
、
困
り
果
て

す
る
同
意
を
取
り
付
け
て
い

し
て
鳥
の
住
み
に
く
い
環
境
に

上
げ
ま
す
。

一 身 田 の 新 聞 平成２９年３月号
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多
く
の
先
輩
方
の
仲
間
入

Ｆ
Ｃ
が
優
勝
し
ま
し
た
。

り
を
し
た
こ
と
に
誇
り
を

ま
た
、
前
回
の
チ
ー
ム
紹

も
ち
、
さ
ら
に
大
き
く
羽

介
で
は
記
載
し
ま
せ
ん
で
し

ば
た
い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

た
が
、
津
市
主
催
の「
津
市
・

い
ま
す
。

オ
ザ
ス
コ
市
姉
妹
都
市
提
携

ど
も
た
ち
が
一
身
田
小
学

々
に
も
聴
い
て
い
た
だ
く
こ

月
６
日
か

は
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
し

周
年
第

回
オ
ザ
ス
コ
杯

11

40

25

校
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

と
が
で
き
ま
し
た
。

ら

月

日

た
が
残
念
な
が
ら
３
位
と
な

争
奪
サ
ッ
カ
ー
大
会
（
７
月

身
田
公
民
館
囲
碁
サ
ー

関
係
な
く
ど
な
た
で
も
参

11

27

最
後
に
授
与
し
た
子
の
卒
業

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
よ

ま
で
の
４
日
間

り
、
全
国
大
会
出
場
は
な
り

２
３
日
、
２
４
日
）
に
お
い
て

ク
ル「
木
曜
会
」
は
、
「
町

加
で
き
ま
す
。

証
書
は
、
第
一
三
六
七
五

う
な
地
域
の
活
動
に
参
加

（
各
日
曜
）
に

ま
せ
ん
で
し
た
。

も
優
勝
を
し
ま
し
た
。

民
囲
碁
ま
つ
り
」
を
５
月

申
込
期
間
は
４
月

日

14

24

号
。
ま
さ
に
歴
史
と
伝
統
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

開
催
し
ま
し

月

日
、

日
に
松

各
大
会
で
優
勝
カ
ッ
プ
、
日
（
日
）
午
前

時
か
ら
開

（
月
）
～

日
（
日
）
ま
で
、

12

11

18

10

30

物
語
る
数
字
で
す
。

地
域
の
よ
さ
を
実
感
し
て

た
全
日
本
少

阪
市
運
動
公
園
で

チ
ー

優
勝
メ
ダ
ル
を
い
た
だ
き
、
催
し
ま
す
。

参
加
費
は
昼
食
代
、
賞
品

24

卒
業
し
た
子
ど
も
た
ち

き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

年

サ
ッ
カ
ー

ム
が
参
加
し
た「
南
三
重
少

わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
６
年

棋
力
別
の
リ
ー
グ
戦
を

等
を
含
み
、
１
５
０
０
円
で

は
、
今
年
度
も
地
域
の
方
々

ま
た
、
地
域
の
方
々
の

大
会

（
三
重

年
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

大

生
た
ち
は
い
い
思
い
出
を
作

行
い
ま
す
。
現
在
、
参
加

す
。
申
込
は
、
若
林
泰
弘

に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

ま
ち
づ
く
り
に
寄
せ
る
熱

県

大

会

）
で

会
」
で
は
、
見
事
に
一
身
田

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

者
を
先
着

名
様
ま
で
募

（
☎
２
３
２
－
２
３
７
２
）
ま

24

た
。「
町
民
運
動
会
」
で
は
、
い
思
い
を
感
じ
取
っ
て
く
れ

は
、
４
日
目
の

集
し
て
い
ま
す
。

で
お
願
い
し
ま
す
。

三
月
十
七
日
、
春
の
や
わ

元
気
い
っ
ぱ
い
運
動
す
る
機

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
き
っ

決
勝
大
会
ま

囲
碁
愛
好
者
な
ら
棋
力
に

ら
か
な
日
差
し
の
中
で
、
平

会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し

と
、
一
身
田
の
ま
ち
を
愛

で
進
み
ま
し

成
二
十
八
年
度
の
卒
業
証

た
。

ま
た
、「
寺
内
町
ま
つ

し
、
こ
の
ま
ち
に
暮
ら
す
こ

た
。

当
日
の

が
飛
び
出
し
ま
し
た
。

書
授
与
式
を
行
い
ま
し
た
。
り
」
で
は
、
連
合
音
楽
会
で

と
に
誇
り
を
持
っ
て
卒
業

試
合
は
雨
で

一
身
田
地
区
の
行
事
で

今
年
度
は
、
一
四
七
名
の
子

発
表
し
た
曲
を
地
域
の
方

で
き
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

ピ
ッ
チ
状
態
の

は

月
に
盆
踊
り
大
会
、

8

す
。

悪
い
中
、
選
手

め
っ
き
り
春
ら
し
く
な
り
、

今
回
は
一
身
田
ス
ポ
少
の

月
に
町
民
運
動
会
、

9

11

つ
い
先
日
ま
で
６
年
生
だ
っ

一
年
間
を
振
り
返
り
、
活

月
に
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

い
き
ま
し
た
。

長
さ
と
重
さ
を
感
じ
ま

統
あ
る
つ
な
が
り
は
ど
こ
ま

た

名
の
団
員
た
ち
は
、
め

動
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

会
、

月
に
親
子
凧
作

11

1

２
万
人
を
超
え
る
人
が

す
。
私
自
身
４
年
間
で
は

で
も
続
い
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
で
た
く
小
学
校
を
卒
業
し

ま
す
。

年
度
は
ソ
フ
ト
ボ

り
、

月
に
凧
あ
げ
大
会

28

2

こ
の
学
校
を
卒
業
し
、
第
１

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
内
の
７

う
。
先
の
見
え
な
い
将
来
に

ま
し
た
。

ー
ル
の
大
会
や
練
習
試
合
で

な
ど
貴
重
な
体
験
を
さ
せ

３
月
７
日
、
回
目
の
卒
業
生
は
昭
和
８

５
１
名
の
生
徒
の
手
に
卒

立
ち
向
か
っ
て
頑
張
ろ
う
と

２
月

日
に
は
団
員
、
保

年
間

試
合
を
戦
い
ま
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

18

73

第

回
一
身

年
生
ま
れ
で
、
現
在

歳

業
証
書
を
渡
さ
せ
て
い
た

す
る
若
い
後
輩
た
ち
に
、
一

護
者
、
指
導
員
ら

名
参

た
。
戦
績
は

勝

敗

最
後
に
一
身
田
ス
ポ
ー

69

83

60

50

20

3

田
中
学
校
卒

に
な
ら
れ
ま
す
。
そ
の
人

だ
い
た
こ
と
に
深
く
感
謝

中
Ｏ
Ｂ
の
方
を
は
じ
め
、
地

加
の
も
と
、
６
年
生
の
卒
団

分
で
勝
率
は

割

分
で
し

ツ
少
年
団
で
は
小
学

～

6

8

1

業
証
書
授
与

た
ち
か
ら
見
れ
ば
、
ひ
孫

す
る
次
第
で
す
。

域
の
方
々
の
力
強
い
ご
支
援

式
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
打
率
は

割

分

年
生
の
団
員(

女
の
子
も

2

7

6

5

式
が
行
わ
れ
、
く
ら
い
に
あ
た
る
子
ど
も

改
修
工
事
で
学
校
の
校

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

た
。

厘
で
、

本
の
ホ

ー
ム
ラ
ン

)

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
身
田
の
新
聞
は
、
一

46

OK

１
６
９
名
の
生

た
ち
の
年
代
で
す
か
ら
、
舎
は
新
し
く
美
し
く
生
ま

ま
す
。

見
学
や
体
験
も
大
歓
迎
で

身
田
地
区
社
会
福
祉
協

徒
が
巣
立
っ
て

一
身
田
中
学
校
の
歴
史
の

れ
変
わ
り
ま
し
た
が
、
伝

す
。
チ
ー
ム
の
概
要
や
活

議
会
が
３
月
、
６
月
、
９

動
内
容
は
、
一
身
田
ス
ポ

月
、

月
の
年
４
回
発

12

声
高
ら
か
に
歌
い
だ
す
。
し

ー
ツ
少
年
団
の
ホ
ー
ム
ペ

行
し
て
い
ま
す
。

か
も
弾
ん
だ
声
で
。

ー
ジ
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
身
近
な
出
来

今
日
（
３
月
７
日
）
の
参
加
者

事
や
お
知
ら
せ
し
た
い

は

名
、
い
つ
も
は

数
名

私
た
ち
の
街
豊
野
団
地

か
れ
て
い
ま
す
。

に
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ト
の
お
便
り
を
募
集

25

30

の
参
加
が
あ
る
。

は
世
帯
数
は
５
５
０
軒
余
り

団
地
内
の
活
動
と
し
ま
し

ま
た
、
団
地
入
り
口
や
公

し
て
い
ま
す
。

毎
週
火
曜
日
の
午
前

時
少
し
前
、
平

一
曲
終
え
る
と
「
次
は
ど

で
、
入
居
開
始
は
昭
和

年

て
は
、
２
年
に
１
回
の
盆
踊

園
周
辺
の
清
掃
を
自
主
的

一
身
田
公
民
館
（
☎
２

10

48

野
区
、
西
平
野
区
、
志
登
茂
第
一
地
区
の

の
曲
に
し
ま
し
ょ
う
か
」

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

り
大
会
や
豊
野
倶
楽
部
が

に
し
て
く
だ
さ
る
方
も
あ

３
２
ー
２
１
０
８
）
ま
で

住
民
が
三
々
五
々
み
の
り
苑
に
集
ま
っ
て
来

と
、
鈴
木
さ
ん
の
問
い
か
け

現
在
、
自
治
会
は
６
つ
に
分

行
う
喫
茶
サ
ロ
ン
を
始
め
、

り
、
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ

ご
連
絡
下
さ
い
。
原
則

る
。
み
ん
な
ウ
キ
ウ
キ
し
た
顔
で
あ
る
。

に
、「
早
春
賦
、
春
、
ね
こ

中
央
公
園
で
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
す
。

４
０
０
字
以
内

「
え
っ
！
今
日
取
材
に
来
た
の
、
ま
あ
普
段

や
な
ぎ
、
鶯
、
」
な
ど
な
ど

な
ど
二
世
組
も
６
名
を
数

ゴ
ル
フ
、
豊
野
会
館
で
の
卓

し
か
し
、
最
大
の
課
題
は
、

メ
ー
ル
は

着
で
来
て
し
も
た
あ
。
も
う
ち
ょ
と
綺
麗
に

次
か
ら
次
へ
と
リ
ク
エ
ス
ト

え
る
。

球
、
健
康
体
操
、
パ
ッ
チ
ワ

三
重
交
通
バ
ス
の
存
続
並
び

下
記
ま
で

し
て
来
る
や
っ
た
の
に
」
と
、
ひ
と
時
の
会

が
か
か
る
。
そ
の
都
度
、
鍵

「
長
く
続
け
て
こ
れ
た
の
は

ー
ク
、
ヨ
ガ
、
カ
ラ
オ
ケ
、
童

に
運
行

の
増
便
等
で
す
。

話
を
楽
し
む
。

盤
が
踊
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
み

謡
唱
歌
等
々
が
あ
り
、

和

他
の
地
域
で
も
走
っ
て
い
る
コ

定
刻
の

時
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
と
歌
を
指
導

参
加
者
の
桃
沢
基
一
さ

の
り
苑
さ
ん
の
お
蔭
」
と
、
や
か
な
楽
し
い
サ
ロ
ン
と
な
っ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
ぜ
ひ
、
豊

10

し
て
い
る
鈴
木
さ
ん
の
ウ
イ
ッ
ト
に
富
む
あ

ん
（

才
）
は
、

年
前
か

世
話
人
代
表
の
長
谷
川
冨

て
い
ま
す
。

野
団
地
で
も
運
行
し
て
ほ
し

91

18

い
さ
つ
か
ら
選
曲
が
始
ま
る
。

ら
参
加
し
て
い
る
。

美
代
さ
ん
は
感
謝
を
忘
れ

こ
の
他
に
も
、
小
学
生
の

い
と
多
く
の
方
々
が
強
く
希

星
空
が
楽
し
め
る
、
住
民

「
ハ
～
イ
そ
れ
で
は
今
日
は
春
に
な
っ
て
の
第
「
仲
間
と
の
お
し
ゃ
べ
り
は

な
い
。
そ
し
て
、「
地
域
住
民

登
下
校
の
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ

望
し
て
い
ま
す
。

に
と
っ
て
の
絶
好
の
散
歩
コ

一
週
目
で
す
か
ら
『
さ
ん
ぽ
』
か
ら
始
め
ま

楽
し
い
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
の

の
方
、
年
齢
、
性
別
は
問
い
ィ
ア
、
草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

最
後
に
、
豊
野
団
地
の
外

ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

す
。
準
備
よ
ろ
し
い
で
す
か
」

笑
い
声
は
健
康
の
元
」
と

ま
せ
ん
。
だ
れ
で
も
自
由
に

ア
、
公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い

周
は
、
春
に
は
桜
、
夏
に
は

住
め
ば
都
と
は
よ
く
言
っ

「
わ
か
草
も
え
る

丘
の
道

心
も
は
ず

話
さ
れ
る
。

参
加
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼

う
活
動
も
し
て
お
り
、
特
に

水
辺
の
小
鳥
、
秋
に
は
紅

た
も
の
で
す
。

♪♪

み

み
も
は
ず
む

・
・
・
」
み
ん
な
一
斉
に

今
で
は
嫁
と
姑
、
親
と
子

び
か
け
て
い
る
。
（
岡
本
）

男
性
の
方
た
ち
に
は
お
世
話

葉
、
冬
は
お
い
し
い
空
気
と

～
卒
業
証
書
授
与
式
を
終
え
て
～

♦

と

き

５
月

日
（
日
）

14

一
身
田
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
長

小
澤
康
孝


